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第VII章  検討会の資料作成支援・ヒアリングの実施 

VII.1  検討会資料作成支援 

本業務の実施に際し、別途発注業務において開催する調査方針及び調査結果の取りまと

めに関する検討会(全 2回)の資料作成を支援するとともに、円滑な議事進行に協力した。 

検討会の開催年月日と作成資料は、以下に示すとおりである。 

 
(1)第 1回 令和 3年度海洋ごみの実態把握と効果・効率的な海洋ごみ回収に関する検討会 

開催日時：令和 3年 9月 1日（水）15:00～17:00 

議 事 ：海洋ごみ回収に係るヒアリング、現地調査計画について 

作成資料： 

資料 5-1 漁業者の協力による海洋ごみ回収実証業務（ヒアリング・現地調査計画）につ

いて 

参考資料 5 R2年度海洋ごみ現地調査結果 

 
(2)第 2回 令和 3年度海洋ごみの実態把握と効果・効率的な海洋ごみ回収に関する検討会 

開催日時：令和 4年 2月 16 日（水）15:00～17:00 

議 事 ：漁業者と自治体の協力による海洋ごみ回収に係るマニュアル(案)及び現地調

査について 

作成資料：  

資料 4-1 漁業者と自治体の協力による海洋ごみ回収マニュアル(仮称)（案）について 

資料 4-2 海洋ごみ回収マニュアル完成に向けた令和 4年度の検討内容について 

資料 4-3 海洋ごみ現地調査結果(速報)抜粋及び令和 4年度の効果測定手法等について 

参考資料 4 漁業者と自治体の協力による海洋ごみ回収マニュアル(案)策定事業の全体

計画 

参考資料 5 漁業者と自治体の協力による海洋ごみ回収に関する分科会 指摘対応事項

と対応方針 

参考資料 6 海洋ごみ現地調査結果（速報） 
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VII.2  ヒアリング等の実施 

ヒアリングは第 1 回検討会の実施前に、分科会は第 1 回検討会の実施後に、それぞれ開

催した。ヒアリング及び分科会の実施概要を表 VII.2-1に示す。 

ヒアリングの主目的は、第 1 回検討会に提出される資料（調査方法、日数等）の事前確

認であり、分科会の目的は、第 1 回検討会における議論をより詳細に深めるための予備審

議であった。分科会の議事次第及び出席者は図 VII.2-2のとおりである。 

 
表 VII.2-1 ヒアリングと分科会の概要 

実施内容 実施日 委員(五十音順) 検討内容 

ヒアリング 2021年 8月 19日 

15:00～16:10 

長崎大学 清水健一先生 ・第 1 回検討会に向けての資料確認 

・調査方法・日数について 

等 

分科会 2022年 1月 13日 

10:30～12:00 

九州大学 磯辺篤彦先生 

東京海洋大学 内田圭一 

先生 

東京海洋大学 東海 正 

先生 

(メールにて資料確認) 

長崎大学 清水健一先生 

・宗像市沿岸域における底刺し網を用

いた海洋ごみ回収について 

・漁業者と自治体の協力による海洋ご

み回収マニュアル案について 

・漁業者の協力による海洋ごみ回収実

証業務（現地調査状況）について 
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図 VII.2-1 分科会議事次第  
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図 VII.2-2 分科会出席者名簿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
  

リサイクル適性の表示：印刷用の紙にリサイクルできます 

この印刷物は、グリーン購入法に基づく基本方針における「印刷」に係る判断の基準に

したがい、印刷用の紙へのリサイクルに適した材料［Ａランク］のみを用いて作製してい

ます。 
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